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今
年
7
月
に
改
刷
さ
れ
る
新
一
万
円
札
の

肖
像
に
選
ば
れ
た
渋
沢
栄
一
ゆ
か
り
の
「
旧

渋
沢
家
住
宅
」
が
、
潮
見
の
地
に
移
築
復
原

さ
れ
ま
し
た
。

栄
一
が
、
深
川
福
住
町
（
現
永
代
2
―
37
）

に
転
居
し
た
の
は
明
治
9
年
（
1
8
7
6
）

8
月
の
こ
と
で
、
栄
一
や
子
の
篤
二
、
孫
の

敬
三
ら
が
こ
こ
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
同
41
年

に
三
田
綱
町
（
現
港
区
）
に
移
っ
た
「
旧
渋

沢
家
住
宅
」
は
、
平
成
3
年
（
1
9
9
1
）

に
は
青
森
県
六
戸
町
に
移
築
さ
れ
、
こ
の
た

び
の
移
築
復
原
で
ゆ
か
り
の
あ
る
江
東
区
に

里
帰
り
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
旧
渋
沢
家
住
宅
」
を
は
じ

め
文
化
財
は
な
ぜ
残
さ
れ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
文
化
財
は
私
た
ち
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

文
化
財
に
は
、
つ
く
ら
れ
た
当
時
の
思
い

と
共
に
今
日
ま
で
守
り
伝
え
て
き
た
人
々
の

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
旧
渋
沢
家
住

宅
」
が
、
明
治
か
ら
令
和
に
い
た
る
1
4
0

余
年
も
の
間
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と

に
は
、
先
人
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
が
あ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
思
い
が
、
私
た
ち
の

歴
史
文
化
を
つ
む
い
で
き
た
の
で
あ
り
、
文

化
財
は
そ
の
拠
り
所
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

文
化
財
を
広
く
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
は
、
新
し
い
世
代
へ
文
化
財
を
伝

え
、
そ
し
て
私
た
ち
の
歴
史
文
化
を
つ
な
い

で
い
く
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

○区指定有形文化財（建造物）
　「旧渋沢家住宅」が潮見に移築復原!!

⃝区内に残る震災の供養塔･復興記念碑
○資料紹介

昭和5年の大島町域の地図
○新刊案内

『絵葉書で見る江東百景
　　復興小学校−関東大震災−』

○渋沢栄一の深川福住町転居
○古写真の中の江東

木場・繁栄稲荷神社界隈

令和５年度、江東区教育委員会は、区文化財保護審議会（会長：佐々木正直・
群馬県立館林美術館特別館長）の答申を受け、指定１件の内容変更を行い、ま
た登録１件を解除しました。この結果、登録文化財は1,056件となりました。
指定の内容変更は、「旧渋沢家住宅」の竣工にともない名称と所在地を改

めたものです（詳細は次頁）。

｢旧渋沢家住宅｣が
　　　　潮見に移築復原!!
｢旧渋沢家住宅｣が
　　　　潮見に移築復原!!
｢旧渋沢家住宅｣が
　　　　潮見に移築復原!!

区指定有形文化財（建造物）

南側から見た｢旧渋沢家住宅｣の外観（下図は立面図）
※写真・図は清水建設株式会社提供
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指
定
内
容
変
更

【
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）】

 

旧
き
ゅ
う

渋し
ぶ

沢さ
わ

家け

住じ
ゅ
う

宅た
く

潮
見
2
―
8
―
20

旧
渋
沢
家
住
宅
は
、
明め

い

治じ

か
ら
昭し

ょ
う

和わ

に
か

け
て
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち

と
そ
の
家
族
が
暮
ら
し
た
住

宅
で
す
。
令
和
2
年
（
2
0
2
0
）
1
月
に

江
東
区
指
定
有
形
文
化
財（
建
造
物
）と
な
っ

た
「
旧
渋
沢
家
住
宅
（
部
材
）」
は
、
部
材

の
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
本
誌

2
8
9
号
参
照
）
が
、
同
5
年
7
月
に
潮
見

へ
の
移
築
復
原
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

江
東
区
文
化
財
保
護
審
議
会
の
審
議
を
経
て

文
化
財
名
称
を
「
旧
渋
沢
家
住
宅
」
に
、
ま

た
所
在
地
を
潮
見
に
改
め
ま
し
た
。

復
原
に
あ
た
り
、
時
代
設
定
を
住
宅
が
三み

田た

綱つ
な

町ま
ち

に
あ
っ
た
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）

と
し
、
当
時
の
意い

匠し
ょ
う・

構
造
・
仕
様
に
基
づ

い
て
復
原
を
行
い
ま
し
た
。
後
年
の
部
材
の

取
り
替
え
や
資
料
な
ど
の
不
足
に
よ
り
当
時

の
状
態
に
復
原
で
き
な
い
部
分
は
、
現
状
維

持
と
し
ま
し

た
。旧

渋
沢
家

住
宅
は
、
和

風
と
洋
風
と

を
巧
み
に
調

和
さ
せ
た
設

計
と
施
工
技

術
お
よ
び
意

匠
・
用
材
の

優
秀
さ
、
昭

和
初
期
に
建

設
さ
れ
た
和

洋
館
並
列
型

住
宅
と
し
て

完
成
さ
れ
た

姿
な
ど
が
評

価
さ
れ
て
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
観
点
か
ら
住
宅
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

住
宅
の
中
心
と
し
て
現
在
ま
で
移
築
さ
れ

て
き
た
「
表お

も
て

座ざ

敷し
き

」（
明
治
11
年
竣し

ゅ
ん

工こ
う

）
の

新
築
の
際
に
は
、
多
忙
な
栄
一
に
代
わ
っ
て

妻
の
千ち

代よ

が
、
木
材
の
選
定
な
ど
に
優
れ
た

感
性
と
審し

ん

美び

眼が
ん

を
発
揮
し
ま
し
た
。
和
風
と

洋
風
を
融
合
さ
せ
た
「
表
座
敷
」
の
質
実
剛

健
な
た
た
ず
ま
い
や
抑
制
的
な
洋
風
要
素
の

採
用
な
ど
に
、
栄
一
と
千
代
の
美
意
識
や
価

値
観
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
4
〜
5
年
に
か
け
て
、
栄
一

の
孫
敬け

い

三ぞ
う

に

よ
っ
て
洋
館

が
増
築
さ
れ

ま
し
た
。
洋

館
に
は
、
接

客
空
間
だ
け

で
な
く
家
族

団だ
ん

欒ら
ん

の
場
や

厨ち
ゅ
う

房ぼ
う

な
ど
も

現
存
し
て
お

り
、
洋
風
文

化
の
浸
透
の

中
で
洋
風
生

活
を
積
極
的

に
取
り
入
れ

た
昭
和
初
期

の
住
宅
の
姿

を
現
代
に
伝

え
て
い
ま

す
。
洋
館
と

「
表
座
敷
」
を
繋
ぐ
の
は
、
2
階
を
洋
間
（
寝

室
・
書
斎
）、
1
階
を
和
室
（
小
供
室
）
と

す
る
和わ

洋よ
う

折せ
っ

衷ち
ゅ
うの

建
物
で
、
屋
根
は
入い

り

母も

屋や

桟さ
ん

瓦が
わ
ら

葺ぶ

き
、
外
壁
は
竪た

て

羽は

目め

の
板
張
り
仕
上

げ
に
洋
風
の
窓
を
付
け
て
い
ま
す
。

住
宅
の
南
側
は
、
和
館
・
和
洋
折
衷
の
2

階
建
の
建
物
・
洋
館
の
三
つ
の
棟
が
な
だ
ら

か
に
連
続
す
る
独
特
の
外
観
意
匠
で
す
。

※
写
真
は
す
べ
て
清
水
建
設
株
式
会
社
提
供

登
録
解
除

【
有
形
民
俗
文
化
財
】

大だ
い

黒こ
く

天て
ん

像ぞ
う�

門
前
仲
町
1　

明
光
教
会

名
称
変
更

【
史
跡
】

羅ら

漢か
ん

寺じ

跡あ
と�

大
島
3
―
1
、
4
―
5

文
化
財
説
明
板
の
紹
介

梅う
め

屋や

敷し
き

跡あ
と

　

浅
草
通
り

沿
い
に
設
置

さ
れ
て
い
た

説
明
板
と
標

ひ
ょ
う

柱ち
ゅ
うを
、
亀
戸
3

―
40
地
先
に

移
設
し
、
説
明

板
の
内
容
を

改
め
ま
し
た
。

「表座敷」2階から見た黒柿の階段

洋館1階　食堂

和館と洋館を繋ぐ建物2階　寝室南側外観（右から「表座敷」、和洋折衷の2階建、洋館）

洋館１階　客間

移設地移設地
梅屋敷跡梅屋敷跡
臥龍梅跡臥龍梅跡
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は
じ
め
に

昨
年
は
関
東
大
震
災
（
以
下
、「
震
災
」）

か
ら一〇
〇
年
の
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、『
下

町
文
化
』
で
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
特
集
を
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
第
3
0
1
号

で
は
供
養
塔
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
区
内
に

は
こ
の
他
に
も
震
災
に
関
す
る
石
碑
が
残
存
し

ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、今
号
で
は
富
岡
八
幡
宮
（
富

岡
1
）
の
「
復
興
記
念
碑
」（
区
登
録
文
化

財
）と
持
宝
院（
北
砂
4
）の「
震
災
供
養
塔
」

を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

「
復
興
記
念
碑
」

同
碑
は
、
総
高
2
9
0
cm
、
幅
1
1
0
cm
、

厚
さ
70cm
あ
り
、
正
面
に
は
「
復
興
記
念
碑
」

（
写
真
1
）、背
面
に
は
「
昭
和
十一年
十
二
月
」

（
1
9
3
6
）
と
陰い

ん

刻こ
く

さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真

2
）。
背
面
に
は
、
他
に
も
碑
文
が
刻
ま
れ
て

お
り
、同
社
や
氏
子
、周
辺
地
域
の
被
災
状
況
、

さ
ら
に
は
、
震
災
復
興
の
状
況
に
つい
て
窺う

か
がい
知

る
こ
と
が

で
き
る
点

で
貴
重
な

資
料
と
言

え
ま
す
。

碑
文
内
容
に
よ
る
と
、
同
社
は
、
関
東
大

震
災
に
よ
り
甚じ

ん

大だ
い

な
被
害
を
蒙こ

う
む

り
、「
本
殿
及

附
属
建
造
物
悉し

っ

皆か
い

炎
上
烏う

有ゆ
う

に
帰
す
唯
纔わ

ず
かに

災
を
免
れ

た
る
は
七

渡
社
及
絵

馬
舎
の
み

な
り
」
と
、

本
殿
は
焼
け
落
ち
、
わ
ず
か
に
七
渡
社
と
絵

馬
舎
を
除
き
灰か

い

燼じ
ん

に
帰
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、「
数
万
の
氏
子
も
同
様
住
居
全
焼

し
て
困
難
の
極
に
在
る
」
と
、
同
社
の
氏
子
の

多
く
が
罹り

災
し
住
居
を
失
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
神
体
は
「一時
御
避
難
所
大
久
保

百
人
町
稜
威
会
神
殿
」
と
、
大
久
保
百
人
町

（
現
新
宿
区
）
に
一
時
避
難
を
し
て
い
た
た
め

焼
失
を
免
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
氏
子

総
代
、
町
総
代
委
員
等
を
中
心
と
し
て
寄
付

を
募
り
同
社
の
再
建
を
進
め
ま
し
た
。

再
建
工
事
は
、
昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）

か
ら
始
ま
り
、
同
5
年
（
1
9
3
0
）
に
は

本
殿
が
完
成
し
遷
座
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、同
8
年
（
1
9
3
3
）に
は
、儀
式
殿・

社
務
所
・
舞
殿
・
手
水
舎
が
落
成
し
、
次
い
で

神
庫
・
合
末
社
も
建
て
ら
れ
、
こ
こ
に
同
社
の

建
物
は
す
べ
て
再
建
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
総
額
は
「
七
拾
五
萬
円
」（
現
在
の
価
格

で
約
7
億
5
千
万
円
）
で
あ
っ
た
と
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

記
念
碑
に
は
、
再
建
に
携
わ
っ
た
多
数
の
人

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
当
時
宮
司
職
に

あ
っ
た
富
岡
宣
永
（
1
8
7
0
〜
1
9
4
9
）

の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
宣
永
は
、
明
治
28

年
か
ら
昭
和
24
年
ま
で
宮
司
を
務
め
る
一
方
、

諸
芸
能
に
も
通
じ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
松
木
伸
也
『
富
岡
八
幡
宮
の
御
創
建
と
深

川
八
幡
祭
り
』、
2
0
2
2
年
）。

さ
ら
に
、
こ
の
中
で
経
歴
が
分
か
る
氏
子
総

代
は
、公
民
学
務
委
員
長
、深
川
区
青
年
団
長
、

帝
国
在
郷
軍
人
会
深
川
区
分
会
理
事
な
ど
を

歴
任
し
た
関
口
安
五
郎
、
東
京
府
会
議
員
、

深
川
区
会
議
員
を
務
め
て
き
た
五
木
田
治
郎

吉
、
深
川
区
会
議
長
山
口
清
次
、
ま
た
、
前

氏
子
総
代
で
は
、
山
平
木
工
場
を
所
有
し
て
い

た
加
藤
平
次
郎
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
深
川
区

分
会
第
五
班
長
、
潮
浜
木
工
場
を
所
有
し
た

笠
原
小
十
郎
で
す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
（
参

考
『
江
東
区
史
』、『
江
東
区
に
お
け
る
選
挙

の
あ
ゆ
み
』、『
櫻
東
新
聞
』）。

震
災
供
養
塔

持
宝
院
に
は
、
総
高
87cm
、
幅
41cm
の
墓
石
型

の
供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
供
養
塔
に
つい

て
は
、
そ
の
存
在
と
と
も
に
不
明
な
点
が
多
く

あ
り
ま
す
。

供
養
塔
の
正
面
に
は
「
大
正
十
二
年 

大

震
災
遭
難
者
諸
□（

欠

□損
）

」、
背
面
に
は
「
大
正

十
四
年
五
月 
川
口
三
五
郎
建
之
」（
写
真

3
）
と
陰
刻
さ
れ
て
お
り
、
震
災
か
ら
2
年
後

（
1
9
2
5
）
に
川
口
三
五
郎
な
る
人
物
に
よっ

て
、
震
災
で
「
遭
難
」
し
た
人
々
を
追
悼
供

養
す
る
目
的
か
ら
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

建
立
者
の
川
口
三
五
郎
の
詳
細
に
つ
い
て
は

不
明
で
す
が
、
持
宝
院
前
住
職
の
板
橋
賢
英

氏
に
よ
る
と
、
同
院
の
「
過
去
帳
」
に
そ
の
名

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
檀
家
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

お
わ
り
に

第
3
0
1
号
に
引
き
続
き
、
区
内
に
残
存

す
る
震
災
に
関
す
る
石
碑
を
取
り
上
げ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
約
一世
紀
前
に
建
造
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、
被
災
の
生
々
し
さ
や
こ
れ
を

乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
す
る
当
時
の
人
々
の
強

い
意
志
が
伝
わって
き
ま
す
。

※�

現
在
、
富
岡
八
幡
宮
は
境
内
整
備
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
、
復
興
記
念
碑
は
同
社
境

内
の
他
の
場
所
に
移
設
予
定
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）

区
内
に
残
る
震
災
の
供
養
塔
・
復
興
記
念
碑

写真１ 復興記念碑（正面）

写真2 復興記念碑（背面）

図1 U氏が海苔養殖に従事していた頃の南砂町概念図

写真3 震災供養塔（背面）



昭
和
5
年
の
大
島
町
域
の
地
図

資
料
紹
介

4

今
回
、
令
和
4
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
地
図

「
最
新
大
島
町
三
丁
目
四
丁
目
五
丁
目
六
丁

目
七
丁
目
八
丁
目
建
物
全
図
」（
以
下
、「
建

物
全
図
」
/
写
真
1
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

本
図
は
、
建
築
士
で
あ
っ
た
寄
贈
者
の
祖
父

（
当
時
、
大
島
町
7
丁
目
在
住
）
が
自
ら
製
作

し
、
手
書
き
の
原
版
を
も
と
に
印
刷
し
た
も

の
で
す
（
4
色
刷
/
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）

8
月
15
日
発
行
/
大
島
町
役
場
・
砂
町
警
察

署
後
援
）。
現
在
は
巻か

ん

子す

装そ
う

で
す
が
、
折
り

目
が
確
認
で
き
ま
す
。

寄
贈
者
に
よ
れ
ば
、
昭

和
19
〜
20
年
の
空
襲

の
際
に
、
折
り
畳た

た

ん
だ

状
態
で
屋
外
に
持
ち
出

し
た
そ
う
で
、
そ
れ
以

来
家
宝
と
し
て
大
事
に

し
て
き
た
と
の
こ
と
で

す
。

「
建
物
全
図
」
の
概
要
に
つ
い
て

「
建
物
全
図
」
自
体
は
縦
76
・
8
×
横

1
0
7
・
2
㎝
を
数
え
ま
す
。
上
段
に
南
葛

飾
郡
大
島
町
の
う
ち
羅ら

漢か
ん

通
り
（
現
明
治
通

り
）
よ
り
東
に
あ
た
る
3
〜
8
丁
目
（
現
大

島
3
〜
9
丁
目
）
の
地
図
、
下
段
に
協
賛
者

欄
（
個
人
15
、
商
店
36
、
工
場
7
、
建
設
関

係
13
、
病
院
4
、
薬
局
4
、
宗
教
施
設
1
の

計
80
）
と
発
行
者
欄
が
印
刷
さ
れ
、
発
行
者

欄
に
は
売
価
（「
定
価
金
五
拾
銭
」）
が
書
き

込こ

ま
れ
て
い
ま
す
。
協
賛
者
欄
に
は
、
和
洋

菓
子
店
や
三み

っ
玉だ

ま

撞し
ゅ
う

球き
ゅ
う

場じ
ょ
う（

ビ
リ
ヤ
ー
ド

場
）
な
ど
域
外
で
あ
る
大
島
町
1
丁
目
所
在

の
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
対
応
す
る
地
図

の
左
端
に
も
表
記
が
見
え
ま
す
。

地
図
中
の
右
下
（
南
東
）
の
空
白
域
に
は

「
大
島
町
之
概
要
」（
昭
和
4

年
12
月
現
在
）
と
題
し
、
歴

代
町
長
11
代
の
一
覧
（
氏
名

お
よ
び
在
職
年
度
・
年
数
）

と
丁
ご
と
の
「
戸
数
・
人
口

並
ニ
其
男
女
別
」
の
一
覧
が

書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
（
写

真
2
）。

「
建
物
全
図
」
か
ら
分
か
る

こ
と地

図
を
見
る
と
多
く
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
筆
者
が
着
目
す
る
3
点

に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま
す
。

【
渡
船
場
】

大
島
町
8
丁
目
1
6
1
・
1
7
5
地
先

（
南
）
の
小
名
木
川
に
帆ほ

掛か

け
船ぶ

ね

の
絵
が
描

か
れ
、
そ
の
右
に
「
渡
船
場
」
の
表
記
が
あ

り
ま
す
（
写
真
3
）。
こ
れ
は
、
草
屋
の
渡

し
（
区
登
録
史
跡
）
を
指
し
て
お
り
、
現
在

の
大
島
8
丁
目
39
か
ら
対
岸
の
東
砂
2
丁
目

13
を
結
び
、
昭
和
10
年
代
ま
で
存
続
し
て
い

ま
し
た
。

【
牧
場
】

「
牧
場
」
お
よ
び
「
牛
舎
」
の
文
字
を
抽

ち
ゅ
う

出し
ゅ
つす
る
と
計
15
軒
が
確
認
で
き
ま
す
（
表
）。

大
島
町
3
～
8
丁
目
域
の
牧
場
に
関
し
て

の
資
料
と
し
て
は
、
大
正
8
年
（
1
9
1
9
）

時
点
の
「
東
京
牛
乳
畜
産
組
合
員
名
簿
」（
雪

印
メ
グ
ミ
ル
ク
株
式
会
社
所
蔵
※
）
が
あ
り

ま
す
。
同
名
簿
の
「
江
東
支
部
」（
亀
戸
町
・

大
島
町
・
深
川
区
猿
江
）
に
は
37
軒
中
16
軒

（
大
島
町
2
丁
目
の
10
軒
を
除
く
）
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
4
軒
（
長
島
・

杉
山
・
上か

代じ
ろ

・（
斉
藤
））
が
本
地
図
記
載
の

も
の
と
一
致
し
ま
す
（
写
真
4
）。
ま
た
、『
職

業
別
電
話
名
簿　

東
京
之
部
』（
日
本
商
工

通
信
社
、
昭
和
5
年
）
の
「
牛
乳
搾
取
及
販

売
業
」
の
項
目
に
は
6
軒
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
2
軒
（
上
代
・
有
坂
）
以
外
は
記

写真1 「最新大島町 三丁目四丁目五丁目六丁目七丁目八丁目 建物全図」

写真2 「大島町之概要」

写真3 「渡船場」
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載
が
無
い
こ
と
か
ら
、
本
地
図
は
牧
場
す
べ

て
を
網も

う

羅ら

し
て
い
な
い
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

上
代
牧
場
に
つ
い
て
で
す
が
、『
大
島
町

誌
』（
昭
和
7
年
）
掲
載
の
「
本
町
名
誉
職

略
歴
」
に
町
会
議
員
を
務
め
た
上
代
芳
太
郎

氏
（
1
8
8
5
～
1
9
6
9
）
の
項
目
が

あ
り
、「（
明
治
）
三
十
九
年
大
島
町
六
丁
目

ニ
牧
場
業
ヲ
経
営
」
と
見
え
ま
す
。
同
牧
場

は
、
昭
和
11
年
に
千
葉
県
千
葉
郡
大お

お

和わ

田だ

町
（
現
八
千
代
市
大
和
田
新し

ん

田で
ん

）
に
移
転
し
、

昭
和
55
年
頃
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
砂
町
の
高
橋
牧
場
や
秋
葉
牧
場
（
現
秋

葉
牧
場
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
も
同
じ
頃
に

同
地
に
転
入
し
て
い
ま
す
。

※�『
ミ
ル
ク
色
の
残
像
―
東
京
の
牧
場
展
―
』

（
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
、
平
成
2
年
）

掲
載
の
表
を
参
照
。

【
計
画
道
路
】

基
本
の
地
図
の
う
え
に
、
南
北
2
本
、
東

西
2
本
の
細
い
実
線
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
所
々
に
「
東
京
府
計
画
ノ
モ
ノ
」（
写

真
5
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東

京
府
に
よ
る
計
画
道
路
と
分
か
り
ま
す
。
南

北
道
路
（
東
）
と
東
西
道
路
（
南
）
は
着
工

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
南
北
道
路
（
西
）

と
東
西
道
路
（
北
）
は
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
敷ふ

設せ
つ

（
も

し
く
は

拡か
く

幅ふ
く

）

さ
れ
ま

し
た
。

東
西
道
路
（
北
）
は
現
在
の
新
大
橋
通
り

に
あ
た
り
、
そ
の
道
筋
は
、
戦
後
の
町
丁
界

の
再
設
定
に
よ
り
、
現
大
島
3
・
6
・
7
丁

目
と
同
4
・
5
・
8
丁
目
と
の
境
と
な
り
ま

し
た
。
南
北
道
路
（
西
）
は
現
在
の
丸
八
通

『
絵
葉
書
で
見
る
江
東
百
景
　
　
　
　
　
　

復
興
小
学
校
―
関
東
大
震
災
―
』

本
書
は
、
教
育
委
員
会
で
収
集
し
た
戦
前

の
絵
葉
書
を
通
し
て
、
本
区
の
近
代
の
景
観
を

知
って
い
た
だ
く
シ
リ
ー
ズ
の
第
6
集
で
す
。
今

回
は
大
正
12
年
9
月
の
関
東
大
震
災
か
ら
の

復
興
に
と
も
な
い
、
鉄
筋
コン
ク
リ
ー
ト
造
の
校

舎
が
建
て
ら
れ
た
旧
深
川
区
域
の
小
学
校
15
校

に
関
す
る
絵
葉
書
を
取
り
上
げ
ま
す
（
大お

お

富と
み

・

深
川
・
東
川
・
東
陽
・
平
久
・
扇
橋
・
元
加
賀
・

数
矢
・
八
名
川
・
川
南
・
猿
江
・
明め

い

川せ
ん

。
臨
海
・

明
治
・
明
治
第
二
は
写
真
資
料
）。 

［
頒
布
場
所
］
文
化
観
光
課
文
化
財
係
（
区
役

所
4
階
）、
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョン
（
同

2
階
）、深
川
江
戸
資
料
館（
白
河
1
‒
3
‒
28
）、

芭
蕉
記
念
館
（
常
盤
1
‒
6
‒
3
）、
中
川
船

番
所
資
料
館
（
大
島
9
‒
1
‒
15
）、
深
川
東

京
モ
ダ
ン
館
（
門
前
仲
町
1
‒
19
‒
15
）

［
問
合
せ
］
文
化
観
光
課
文
化
財
係

T
E
L
（
3
6
4
7
）
9
8
1
9

り
に
あ
た
り
、
小
名
木
川
に
架
か
る
丸
八
橋

か
ら
北
上
す
る
ル
ー
ト
で
す
が
、
北
（
竪
川
）

側
は
現
在
よ
り
も
東
側
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
丸
八
橋
の
北
辺
り（
写
真
6
）を
見
る
と
、

現
在
大
島
稲
荷
神
社
の
北
に
あ
る
勝
智
院
は

も
と
も
と
同
橋
の
下
辺
り
に
あ
る
な
ど
、
区

画
整
理
前
の
範
囲
や
建
物
の
配
置
な
ど
が
よ

く
分
か
り
ま
す
。

計
画
路
線
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
事
例

は
、
後
に
発
行
さ
れ
た
「
城
東
区
詳
細
図
」

（
日
本
統
制
地
図
、
昭
和
16
年
）
な
ど
の
広

域
地
図
に
も
見
え
ま
す
が
、
本
地
図
か
ら
は

計
画
地
域
の
よ
り
詳
細
な
区
画
整
理
前
（
戦

前
）
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え

ま
す
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

本
資
料
は
、
平
成
26
・
29
年
度
に
寄
贈

さ
れ
た
、
第
2
・
5
・
8
代
大
島
町
長
富
野

喜
平
次
氏
関
係
の
資
料
（
本
誌
№
2
7
2
︱

P
3
参
照
）
と
と
も
に
、
近
代
の
大
島
地
域

の
歴
史
の
一い

っ

端た
ん

を
窺う

か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

野
本
賢
二
）

写真4 大島町6丁目にあった上代・杉山牧場

写真5 「東京府計画ノ
モノ」の表記
※現丸八通り

写真6 現丸八通り敷設以前の
丸八橋北辺りの区画

表　「建物全図」記載の牧場一覧
地図の表記 住所 備考昭和5年時 現在

牛舎 大島町3-361 大島3-22 
長島牧場 大島町3-439 大島3-17 「名簿」記載の長島牧場（3-443）と同一
杉山牧場 大島町6-83 大島3-26 「名簿」記載
上代牧場 大島町6-84 大島3-26 「名簿」『電話名簿』記載

牧場 大島町6-630 大島6-23 「名簿」記載の斉藤牧場か？
牧場 大島町7-360 大島7-27
牧場 大島町7-366 大島7-27

平野牧場・牛舎 大島町7-418 大島7-38
奥山牧場・牛舎 大島町7-418 大島7-38
有坂牧場・牛舎 大島町7-421 大島7-38 『電話名簿』記載

牧場 大島町7-484 大島7-37
牛舎 大島町7-488? 大島7-38
牧場 大島町8-569 大島8-22

羽沢牧場 大島町8-700 大島8-33
牧場 大島町8-705 大島8-33

※�備考にある「名簿」は「東京牛乳畜産組合員名簿」（大正8年）を、『電話名簿』は『職業
別電話名簿　東京之部』（昭和5年）を示す。

A
4
判
　
40
頁
　
価
格
5
0
0
円



6

明
治
9
年
（
1
8
7
6
）
8
月
26
日
、
渋

沢
栄
一
は
日
本
橋
兜
町
2
番
地
か
ら
深
川
福

住
町
4
番
地
に
住
居
を
移
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』（
以

降
、『
伝
記
資
料
』
と
表
記
）
に
記
載
さ
れ

た
日
時
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
栄
一
が
新
た

な
拠
点
と
し
て
深
川
を
選
ん
だ
理
由
は
何
故

な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
栄
一
の
深

川
移
転
の
経
緯
と
そ
の
動
機
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

深
川
福
住
町
（
現
永
代
2
・
福
住
1
）
は
、

隅
田
川
東
岸
の
佐
賀
町
の
東
側
に
位
置
し
、

四
方
を
堀
割
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。
西
側

の
堀
割
（
現
大
島
川
西
支
川
）
を
挟
ん
だ
佐

賀
町
一
帯
は
町
人
の
蔵
な
ど
が
建
ち
並
ん
で

お
り
、
深
川
福
住
町
の
西
側
も
同
様
に
蔵
が

建
ち
並
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
川
に
面

し
て
河
岸
が
設
置
さ
れ
、
萬
徳
院
や
因
速
寺

（
関
東
大
震
災
後
に
砂
町
へ
移
転
）
が
あ
る

も
の
の
、
深
川
の
物
流
拠
点
の
一
翼
を
担
っ

て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
地
域
の
土
地
所
有
者
に
つ
い
て
は
、

明
治
6
年
（
1
8
7
3
）
に
東
京
府
地
券
課

で
作
成
し
た
第
六
大
区
沽
券
地
図
（
東
京
都

公
文
書
館
所
蔵
）
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
深
川
福
住
町
の
部
分
だ
け
を
抜
き
出

し
た
も
の
が
【
図
1
】、
そ
こ
に
表
記
さ
れ

て
い
る
所
有
者
と
面
積
、
地
価
を
ま
と
め
た

も
の
が
【
表
1
】
と
な
り
ま
す
。
の
ち
に
栄

一
が
転
居
す
る
4
番
地
は
、「
飯
島
喜
右
衛

門
」（
喜
左
衛
門
、
誤
記
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
）
の
所
有
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
「
喜

右
衛
門
（
喜
左
衛
門
も
含
む
）」
名
義
は
、

8
・
9
・
15
・
23
番
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
福
住
町
西
側
の
堀
割
（
現
大
島
川
西
支

川
）
に
面
し
た
1
〜
7
番
地
の
所
有
者
に
つ

い
て
は
、
小
栗
兆
兵
衛
（
1
）、
三
井
元
之

助
（
2
）・
治
郎
右
衛
門
（
3
）、
小
出
三
右

衛
門
（
5
）、
佐
藤
安
五
郎
（
6
）、
大
村
チ

カ（
7
）と
あ
り
、三
井
家
の
一
族
を
は
じ
め
、

小
栗
（
神
田
の
大
地
主
）
や
大
村
（
京
橋
の

船
具
商
）
と
い
っ
た
資
産
家
の
名
前
が
並
ん

で
い
ま
す
。

飯
島
喜
左
衛
門
も
江
戸
・
東
京
き
っ
て
の

資
産
家
で
し
た
が
、
家
業
が
う
ま
く
ま
わ
ら

ず
に
没
落
し
ま
し
た
（
詳
し
く
は
拙
稿
「
深

川
の
豪
商
飯
島
喜
左
衛
門
」『
下
町
文
化
』

3
0
3
号
を
参
照
の
こ
と
）。
栄
一
は
、
こ

の
喜
左
衛
門
の
邸
宅
を
購
入
し
た
の
で
す
。

栄
一
が
深
川
福
住
町
に
移
転
す
る
経
緯
に

つ
い
て
は
、『
伝
記
資
料
』
29
巻
に
収
録
さ

れ
て
い
る
秘
書
芝
崎
確
次
郎
の
「
日
記
簿
」

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
、明
治
9
年
4
月
16
日
、栄
一
は
「
湯

島
先
生
」
な
る
人
物
と
と
も
に
元
飯
島
喜
左

衛
門
屋
敷
を
再
見
分
し
た
と
あ
り
ま
す
。
当

時
、
湯
島
に
住
ん
で
お
り
、「
先
生
」
と
呼

称
さ
れ
る
関
係
性
か
ら
、
こ
の
人
物
は
渋
沢

喜
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

翌
17
日
、
栄
一
は
清
水
喜
助
ら
に
、
建
物

の
修
繕
の
度
合
い
に
つ
い
て
調
査
す
る
よ
う

指
示
し
た
上
で
18
日
に
地
主
北
岡
文
兵
衛
か

ら
一
万
五
百
四
十
円
で
購
入
し
ま
し
た
。
そ

の
際
に
「
土
蔵
守
」「
屋
敷
守
」
と
呼
ば
れ

深
川
福
住
町
転
居

渋
沢
栄
一の

㉕
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦ ⑧
⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱
⑲

⑳

㉑
㉒

㉓
㉔

㉖

【図1】深川福住町の地籍　
（明治6(1873)「第六大区沽券地図」
東京都公文書館デジタルアーカイブ) より作成した。
※図中の丸数字は地番である。
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る
管
理
者
が
い
た
よ
う
で
す
が
、
引
き
続
き

そ
の
仕
事
を
任
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、

21
日
の
日
記
簿
に
は
「
本
朝
未
明
ニ
転
宅
披

露
、
稲
荷
河
岸
よ
り
小
船
壱
艘
ニ
テ
、
家
財

深
川
江
引
移
し
候
事
」
と
あ
り
、
日
本
橋
兜

町
対
岸
の
稲
荷
河
岸
か
ら
家
財
道
具
を
深
川

福
住
町
へ
運
ん
だ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
後
、
12
月
20
日
に
は
福
住
町
9
番
地

の
家
作
を
9
8
0
円
で
、
明
治
11
年
4
月
23

日
に
は
福
住
町
7
番
地
の
土
蔵
1
棟
・
住
宅

を
「
今
津
や
後
家
」
か
ら
9
6
0
円
、
大
村

五
左
衛
門
か
ら
2
4
4
0
円
で
購
入
し
た
こ

と
が
、「
渋
沢
家
文
書
」（『
伝
記
資
料
』
29
巻
）

に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
本
橋
兜
町
の
第

一
国
立
銀
行
の
一
角
の
住
ま
い
か
ら
、
豪
商

の
旧
邸
宅
へ
移
り
住
ん
だ
わ
け
で
す
が
、
そ

の
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。渋

沢
史
料
館
の
桑
原
功
一
さ
ん
が
「
明

治
初
期
に
お
け
る
渋
沢
栄
一
と
産
業
振
興
」

（『
武
蔵
野
』
3
5
4
号　

2
0
1
5
年
）
の

中
で
、
深
川
福
住
町
に
屋
敷
を
取
得
し
た
こ

と
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
抄
紙
会
社
（
現
王
子
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
）
で
製
紙
の
原
料
と
な
る
破
布
の
保

管
場
所
と
し
て
、
明
治
7
年
頃
か
ら
深
川
の

貸
蔵
を
使
用
し
始
め
た
こ
と
か
ら
、
工
場
の

あ
る
王
子
と
は
隅
田
川
を
通
じ
て
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
移
転
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

【表1】深川福住町の土地所有者

地番 坪数 金額 所有者

1 226.260 ¥400 小栗兆兵衛

2 98.781 ¥125 三井元之助

3 325.220 ¥300 三井治郎右衛門

4 200.386 ¥450 飯島喜右衛門

5 98.960 ¥500 小出三右衛門

6 298.256 ¥450 佐藤安五郎

7 334.723 ¥400 大村チカ

8 198.330 ¥400 飯島喜右衛門

9 290.625 ¥500 飯島喜右衛門

10 112.776 ¥180 古市傳兵衛

11 84.940 ¥120 古市傳兵衛

12 75.233 ¥150 高橋栄次郎

13 200.000 ¥120 高橋栄次郎

14 657.100 ¥715 会議所持

15 141.648 ¥380 飯島喜左衛門

16 萬徳院

17 89.680 ¥140 紫村三蔵

18 135.630 ¥100 加藤茂兵衛

19 24.650 ¥20 長谷川太助

20 因速寺

21 205.845 ¥400 井口タツ

22 220.630 ¥220 井口タツ

23 6■.467 ¥270 飯島喜左衛門

24 105.600 ¥300 加藤ツ子

25 262.787 ¥450 望月権平

26 1,078.700 ¥1,000 飯島喜右衛門

 ※�明治6(1873)「第六大区沽券地図」(東京都公文書館デジタル
アーカイブ)より作成した。■は史料欠損のため不明。

れ
て
い
ま
す
。
抄
紙
会
社
は
、
栄
一
が
直
接

関
係
を
持
っ
た
実
業
の
一
つ
で
あ
り
、
彼
の

事
業
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

製
紙
原
料
の
保
管
場
所
が
深
川
に
移
っ
た

明
治
7
年
は
、
渋
沢
商
店
が
創
業
し
た
年
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
従
兄
弟
の
喜
作
が

栄
一
の
助
言
を
受
け
て
設
立
し
た
会
社
で
、

横
浜
の
拠
点
で
は
生
糸
、
深
川
の
拠
点
で
は

米
穀
を
取
り
扱
う
も
の
で
し
た
。『
伝
記
資

料
』
15
巻
に
よ
れ
ば
、
会
社
の
創
立
は
明
治

7
年
の
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
具
体

的
な
活
動
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

で
す
。
深
川
で
の
米
取
引
に
つ
い
て
は
、
佐

賀
町
一
帯
の
貸
蔵
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
ま
す
。

喜
作
の
実
業
に
つ
い
て
は
、
栄
一
が
何

度
も
助
言
だ
け
で
な
く
、
資
金
援
助
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
喜
作
が
明
治
14
年
に
米

相
場
で
失
敗
し
た
際
に
は
栄
一
が
弁
済
し
、

同
20
年
に
は
銀
相
場
で
失
敗
し
た
時
に
は
、

喜
作
を
実
業
か
ら
隠
居
さ
せ
、
長
男
の
作
太

郎
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
で
負
債
整
理
な
ど
を

行
い
ま
す
。
従
兄
弟
で
あ
り
、
い
わ
ば
同
志

で
も
あ
る
喜
作
の
事
業
に
は
栄
一
も
関
心
を

寄
せ
て
い
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
前
述

し
た
通
り
、
旧
飯
島
喜
左
衛
門
邸
の
見
分
に

「
湯
島
先
生
」
こ
と
喜
作
を
同
道
さ
せ
た
の

は
、
米
穀
の
倉
庫
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
政
府
を
辞
し
、
実
業
で
身
を

立
て
よ
う
と
し
た
栄
一
に
と
っ
て
、
深
川
福

住
町
の
地
は
、ま
さ
し
く
実
業
家
と
し
て
「
は

じ
ま
り
の
地
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
管
理
事
務
所

副
所
長　

龍
澤 

潤
）
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近
代
の
江
東
区
に
お
け
る
時
代
の
移
り
変

わ
り
を
知
る
資
料
と
し
て
、
古
写
真
が
あ
り

ま
す
。
江
東
区
教
育
委
員
会
所
蔵
の
古
写
真

に
は
、『
江
東
区
史
』（
江
東
区
、
昭
和
32
年
）

編へ
ん

纂さ
ん

時
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
の
他
、
区
民
の

方
や
区
外
在
住
で
元
江
東
区
域
の
住
民
（
ご

子
孫
）
の
方
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
も

の
が
あ
り
ま
す
（
主
に
昭
和
30
〜
50
年
代
）。

今
回
、
平
成
25
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
繁は

ん

栄え
い

稲い
な
り荷

神
社
（
木
場
2
‒
18
‒
12
）
界か

い

隈わ
い

の
写

真
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

繁
栄
稲
荷
神
社
に
つ
い
て

同
社
は
呉ご

服ふ
く

商し
ょ
う・

大
丸
の
木
場
別べ

っ

邸て
い

（
現

木
場
3
‒
18
・
19
辺
り
の
繁
栄
橋
の
西
一

帯
）
内
に
宝ほ

う

暦れ
き

7
年
（
1
7
5
7
）
に
創
建

と
伝
わ
り
ま
す
。
安あ

ん

政せ
い

4
年
（
1
8
5
7
）

頃
建
造
と
推
定
さ
れ
る
本
殿
（
区
指
定
文
化

財
）
は
、
明
治
44
年
（
1
9
1
1
）
に
根ね

津づ

嘉か

一い
ち

郎ろ
う

邸
（
現
港
区
青
山
6
丁
目
の
根
津
美

術
館
敷
地
）
に
移
築
さ
れ
ま
す
。
昭
和
36
年

に
大
丸
に
返
還
さ
れ
た
際
に
現
在
地
付
近
に

移
築
さ
れ
、
平
成
元
年
に
は
付
近
一
帯
の
整

備
工
事
に
伴
い
再
建
さ
れ
ま
し
た
（
本
誌
№

2
6
5
参
照
）。

昭
和
50
年
撮
影
当
時
と
現
在

写
真
1
～
3
は
い
ず
れ
も
、
昭
和
50
年

2
月
22
日
に
寄
贈
者
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た

も
の
で
す
。
写
真
1
は
神
社
を
南
か
ら
北
方

向
、
写
真
2
は
大お

お

島し
ま

川が
わ

東ひ
が
し

支し

川せ
ん

（
現
区
立

木
場
親
水
公
園
）
の
西
岸
（
木
場
2
‒
7
）

か
ら
北
東
方
向
、
写
真
3
は
鶴つ

る

寿じ
ゅ

橋
（
木
場

3
‒
8
・
9
辺
り
）
か
ら
南
方
向
を
捉
え
て

い
ま
す
。
い
ず

れ
の
写
真
に
も

写
り
込
ん
で
い

る
高こ

う

架か

（
橋
脚
）

は
、
工
事
中
の

首
都
高
速
9
号

深
川
線
（
中
央

区
箱
崎
・
辰
巳

間
）
で
す
。
ち
な
み
に
同
線
は
、
昭
和
46
年

に
着
工
し
、
同
55
年
2
月
に
開
通
し
て
い
ま

す
。写

真
1
は
鳥
居
2
基
（
南
か
ら
朱
塗
り
・

石
造
）
お
よ
び
本
殿
は
一
直
線
に
並
ん
で
南

を
向
い
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
石
造
の
鳥
居

1
基
（
安
政
4
年
／
区
登
録
文
化
財
）
が

敷
地
南
東
の
場
所
に
南
向
き
に
（
写
真
5
）、

本
殿
は
数
メ
ー
ト
ル
南
に
移
動
し
東
向
き
に

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
4
・
6
）。

関
東
大
震
災
と
東
京
大
空
襲
か
ら
の
被
災

を
免ま

ぬ
か

れ
た
江
戸
時
代
の
神
社
の
移
築
、
昭
和

50
年
前
後
に
建
設
さ
れ
た
高
速
道
路
、
そ
し

て
、
材
木
が
浮
か
ぶ
堀ほ

り

割わ
り

（
写
真
3
）
か
ら

親
水
公
園
（
平
成
4
年
開
園
／
写
真
7
）
へ

と
い
う
よ
う
に
、
こ
の
界
隈
は
区
内
で
も
変

化
が
著
し
い
場
所
と
古
写
真
か
ら
言
え
ま

す
。

�

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

野
本
賢
二
）

古
写
真
の
中
の
江
東

木
場
・
繁
栄
稲
荷
神
社
界
隈

写真1　繁栄稲荷神社（南から）

写真4　写真1の現在（南から）

写真5　現在の神社社頭（南から）
※本殿は鳥居をくぐって左（西）。

写真6　写真2の現在（南西から）
※写真2で橋脚の北に見えていた本殿は、 

橋脚南（中央右手の緑の中）に移築された。

写真7　写真3の現在（北から）
※左（東）の建物は深川警察署。

写真2　繁栄稲荷神社
　　（南西から）

図　撮影場所

写真3　鶴寿橋から繁栄稲荷神社方面
（北から）　　　　　　

写真3写真3

写真2写真2
写真1写真1

大丸大丸
木場別邸木場別邸 本殿本殿

（江戸（江戸
～明治44年）～明治44年）

本殿本殿
（昭和36年（昭和36年
　～移築前）　～移築前）

本殿本殿
（現在地）（現在地）


